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市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人

2016（平成28）年1月末現在
総人口 324,241（3,618）

（2,437）

男
女

世帯数 147,368

157,315（2,096）
166,926（1,522）

広報 市民の友
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☎（代表）867-0111
〒900-8585 那覇市泉崎1丁目1番1号
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 ひ

と  つ なぐ  まち

自主防災組織

地
域
の
つ
な
が
り
で

地
域
で
災
害
に
備
え
る

　
大
規
模
な
災
害
で

は
、
道
路
の
寸
断
や

被
害
が
広
範
囲
に
お

よ
ぶ
な
ど
、
消
防
や

警
察
、
自
衛
隊
な
ど

の
救
助
が
遅
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。そ
ん
な
中
、地
域

住
民
が
単
身
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の

助
け
が
必
要
な
家
庭
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
安

否
確
認
や
早
め
に
助
け
出
す
な
ど
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、保
育
園
な
ど

で
防
災
訓
練
を
行
う
際
の
助
言
や
研
修
講
師

の
派
遣
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
市
が
認
定
し
た

自
主
防
災
組
織
（
認
定
自
主
防
災
組
織
）
に

は
、救
助
・
避
難
誘
導
用
具
、照
明
器
具
な
ど

の
防
災
資
機
材
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
自
主
防
災
組
織
は
、
地
震
や
火
災
な

ど
の
災
害
の
発
生
に
備
え
て
地
域
の
み
な
さ

ん
で
自
主
的
に
結
成
し
て
い
る
な
ど
、
要
件

を
満
た
し
た
組
織
で
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る（
自
助
）こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る（
共
助
）と
い
っ
た
自
主
防
災
活
動
が

広
が
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
迅
速
な
避
難
や

救
助
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、
市
の

認
定
自
主
防
災
組
織
の
活
動
カ
バ
ー
率
は

8・6
％
で
、
全
国
平
均
81
％（「
平
成
27
年
版

消
防
白
書
」（
消
防
庁
））に
比
べ
て
極
端
に
低

く
、
防
災
意
識
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。自

主
防
災
組
織
に
参
加
し
た
い
！

　
那
覇
市
に
は
自
治
会
や
P
T
A
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
で
組
織
す
る
「
認
定
自
主

防
災
組
織
」
が
45
団
体
、
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。お
住
ま
い
の
地
域
の
認
定
自
主
防
災
組

織
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
防

災
室
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
自
主

防
災
組
織
」と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
た
い
！

宮平　智
金城ダム隣友会自主防災会
会長 さん

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件

●
自
治
会
や
町
内
会
、小
学
校
区
な
ど
の

　
地
域
住
民
で
結
成
し
て
い
る

●
災
害
時
や
平
常
時
に
、消
火
班
、救
護
班
、

　
避
難
誘
導
班
、給
食
給
水
班
な
ど
の

　
役
割
を
分
担
し
て
い
る

　「津波から身を守るには、避難にまさる対策はない」と
いう東日本大震災の教訓から、低海抜地域である松山・
若狭地域に津波避難ビルを建設しています。今月完成
し、5月頃から供用が開始される同施設は、日頃から世代
を超えた人々の交流の場とすることで、災害時にも声を
かけ、助け合える意識を育てる施設として活用されます。

松山・若狭地域にもうすぐ完成！津波避難ビル

完成イメージ図

災害情報をいち早くお知らせ防災・気象情報メール
　災害発生時には、停電によりテレビやラジ
オからの情報が得られないことも考えられま
す。
　そこで、市では、携帯電話やスマートフォン
などのメール機能を利用して、那覇市に関す
る気象警報や災害時の防災情報（例：津波注
意報や避難所の開設情報など）、を配信して
います。
　防災・気象情報メールの受信には登録が必
要です。ぜひご登録ください。

　大地震や津波など大規模な災害につながる
恐れがあり、生命などに関わる非常に緊急性
の高い情報の配信に使用されるのが緊急速報
メール（エリアメール）です。対象地域にいる方
に強制的に配信するシステムのため、配信で
きる情報が限定されています。

登録用メールアドレスから送信
　
QRコードを読み込んで送信

次の　、　のいずれか
から空メールを送信し、
送信後に届く「仮登録
完了のお知らせ」メール
から、手順に従って登録
してください。

登録方法
地震情報についてお知らせします。
日時：2016年2月12日21時59分
付近の方は余震等に十分注意して
ください。

発生場所：沖縄本島近海
発生規模：マグニチュード4.2
震源の深さ：90㎞

震度は以下の通りです。
震度1：宜野湾市、うるま市

那覇市市民防災室（ぼうさいなはし）

防災気象情報メール

1

1

2

2

t-naha@sg-m.jp

「防災・気象情報メール」イメージ▶

★緊急速報メール（エリアメール）との違い★

土
砂
災
害
を
意
識
し
て

　
　
　
　
　

 

を
し
て
い
ま
す

防
災
訓
練

防
災
力

地
域
の
つ
な
が
り
で

防
災
力

自分たちの地域を守るために活動する自主防
災組織では、災害に備えた炊き出し訓練や夜間
の避難訓練を行うこともあります UP

総
務
課
　
市
民
防
災
室

☎ 

８
６
１
・
１
１
０
２

お
問
い
合
わ
せ

　地
域
の
一
部
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
性
を

感
じ
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し

た
。　災

害
情
報
に
つ
い
て
は
普
段
か
ら
、

防
災
無
線
や
防
災
・
気
象
情
報
メ
ー
ル

で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
、
長
距

離
の
移
動
が
難
し
い
高
齢
者
を
ど
う

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題

で
す
。

規約や名簿などの必要書類を市に届出

※ひな型はホームページにあります

自主防災組織の認定（認定自主防災組織）

　
普
段
か
ら
地
域
で
支
え
あ
う
関
係
が
、
大
規
模
災
害
時
に
犠
牲

者
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部
地
震
で
は
、
長
野
県

内
は
全
壊
家
屋
50
棟
、半
壊
家
屋
91
棟
の
被
害（
平
成
26
年
12
月
16

日
現
在
）に
も
か
か
わ
ら
ず
、地
域
住
民
の
救
助
活
動
に
よ
り
犠
牲

者
を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、
平
成
７
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
瓦
礫
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
う
ち

の
約
９
割
が
近
所
の
住
民
ら
に
救
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
と
お
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
地
域
の
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
ご
家
族
や
ご
近
所
さ

ん
同
士
、一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　那覇市の公園駐車場は公園利用者以外の長時間駐車が多く、公
園利用者が駐車できないと市民から多くの声が寄せられています。
公園利用者が駐車場を利用できる環境を整えることを目的に、次の
公園において駐車場有料化の社会実験を行います。

　有料公園施設（テニスコート、多目的広場）使用料は
これまで自動交付機での納付でしたが、４月１日よりコ
ンビニ納付へ変わります。

　4月から、待機児童の多い0~2歳児の保育を行う『事業所内保育』
と『小規模保育』の認可保育園が5園開園します。 　市の学校給食費は、平成22年度に改定して以来、5年間据え置かれてい

ます。これまで献立を工夫するなどの努力をし給食を提供してきました
が、平成26年度の消費税の引上げに加え、昨今のさまざまな食材費の値
上げにより、現在の給食費では献立内容の維持が困難になってきました。
そのため、平成28年4月から学校給食費を改定することになりました。

■対象となる公園駐車場
・ 新都心公園
  　新都心公園駐車場
  　NHK側駐車場
・ 漫湖公園
  　古蔵中学校側駐車場
  　多目的広場側駐車場

■実験期間
平成28年4月1日(金)～平成31年3月31日(日)

■駐車料金

　社会実験後は検証を行い、今後の駐車場有料化について検討します。
また、社会実験で得た収入は、公園の維持・管理に使用します。

　会社の中にある保育施設などで、従業員の子どもと地域の子どもを一緒

に保育する保育園です。4月から、次の3園が開園予定です。

①すまいる保育園(金秀商事株式会社)

　古島1-13-1(タウンプラザかねひで古島店2階)

②はなまる保育園(ハナ企画株式会社)

　字安次嶺1-5  2階(国道331号と金城小学校の間)

③いずみのもり保育園(公益財団法人沖縄県労働者福祉基金協会)

　泉崎2-105-18官公労共済会館1階(国道330号沿い) 　みなさんが納付した学校給食費は、す

べて給食食材を購入する費用に使用し

ています。

(※調理員の人件費、調理場の衛生管理

費、光熱水費等については、市が負担し

ています。)　

　経済的な事情により給食費の納入が困難な場合は、給食費等を援助

する支援制度(就学援助)がありますので、通学している学校へご相談く

ださい。

　19人以下の少人数の園児を、家庭的な雰囲気できめ細かな保育を行う保

育園です。4月から、次の2園が開園予定です。

①みのり乳幼児園 　具志1-1-61　

②メルシー保育園松島　松島2-7-45 上原ビル2階

　こどもみらい課での入園申込手続が必要です。また、保育料は、認可保育

園と同じように保護者の所得をもとに市が定めます。

　いずれの保育園でも満3歳児になった場合、原則として連携施設(認可保

育園、認定こども園、幼稚園)などに転園する必要があります。

　妊娠したら、保健所窓口で妊娠届けを
しましょう。（※妊娠証明書は要りません）
　届けのときに親子健康手帳と14回分
の妊婦健診受診票を無料で差し上げて
います。
　また、保健師等による相談、各種情報
提供などが受けられます。

　母と子の健康管理手帳として、妊婦健

診や赤ちゃんが産まれてからの乳幼児健

診や予防接種の結果を記録するもので

す。お子さんの一生の健康記録として、入

園、入学時の健康診断の参考になるもの

なので、大切に保管しましょう。

公園施設使用料の支払い方法が変わります

施設利用までの流れは次のとおり

予約サイトで
空いている
施設を予約

サイトで使用
料支払申込
手続き

コンビニで
使用料の支払

サイトで施設
使用許可書を
ダウンロード

施設利用

 ・コンビニ納付への変更に伴い、自動交付機での支払いは 3月31日で終了となります。
 ・公園管理課窓口での支払いは引き続き可能です。
※使用料支払申込手続は、パソコン及びスマートフォンなどでできます。

<お問い合わせ> 公園管理課　☎951-3239

小規模保育の保育園

保育園の認可について　こども政策課　☎861-2110
入園申込について　こどもみらい課　　　  ☎861-6903

学校給食費が
変わります!

納めた給食費の使い方について

納めるのが困難な場合は？

公園駐車場有料化の
社会実験が始まります

事業所内保育の保育園

新たな保育園が
開園します

入園の申し込みや保育料について

※金額は月額

区　分

小学校

中学校

4,500円

5,000円

4,300円

4,800円

現行(～H28.3月まで) 改定後(H28.4月～)

■支払可能なコンビニ  ・・・ローソン・ファミリーマート

事業所内保育・小規模保育

那覇市教育委員会学校給食課　☎917-3507<お問い合わせ> 

親子健康手帳とは？

  

  

<お問い合わせ> 

地域保健課  ☎853-7962

お問い
合わせ

受付時間
平日8時半～17時
（お昼休みも受付しています。）

※4月受付からは個人番号（マイナンバー）記

入欄が追加されます。それに伴い、本人確

認も必要になりますので、番号通知書、免

許証などの身分証もお持ちください。

親子（母子）健康手帳の交付

(※)

先月号2面の「な～ふぁぬわ」で、問合わせ先に誤りがございました。
お詫びするととともに、次のとおり訂正いたします。

1時間まで

無料

2時間まで

100円

3時間まで

200円

・3時間以降の料金
・24時間最大料金

 駐車場毎に設定

交付窓口
那覇市保健所2階 地域保健課
（那覇市与儀1丁目3番21号）

0～２歳児
対象

なはまちなか振興課　☎ 863-1750　まちづくり協働推進課　☎ 861-3846



見本
見本

見本

見本

見本

見本

❶［マイナンバー総合フリーダイヤル］☎0120-95-0178（無料）
❷［制度について］☎0570-20-0178（有料）
❸［通知カード・個人番号カードについて］☎0570-783-578（有料）
平日：❶・❷9：30～22：00／❸8：30～22：00　土日祝：❶～❸9：30～17：30

おしえて！マイナンバー制度 おしえて！マイナンバー制度 第9回第9回

公式サイト■くわしい情報は、こちらへ

個人番号カードの交付等について　ハイサイ市民課　☎862-3274
上記以外のマイナンバーに関して　 情 報 政 策 課　 ☎861-0350

■お問い合せ

マイナンバー 検 索

事業者の皆さん！
『ごみ』正しく処理していますか？
事業者の皆さん！
『ごみ』正しく処理していますか？
「事業系ごみ」とは？
事業活動(※1)に伴って発生する「ごみ」のことをいいます。「産業廃棄物」と
「一般廃棄物」があり、区分ごとに正しく分別しなければいけません。

ごみ出しのルールが
変わります！
ごみ出しのルールが
変わります！

※現行のそ大ごみ処理券（300円）に変更はありません。

※最寄の販売店に取扱いがない場合は、「そ大ごみ処理券」（300円）で代用が可能です。
必要な金額分を貼付してください。

ごみ処理に必要な経費を公平に負担してい
ただくため、料金体系を改定します。

障害者差別解消法が施行されます
すべての国民が障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に
人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現につなげること
を目的とした「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（通
称：障害者差別解消法）」が４月1日より施行されます。

マイナンバー制度の開始により、事業主のみなさんは、社会保障や税の手続きのため、従
業員の方々からマイナンバー(個人番号)を取得し、適切に管理・保管する必要があります。
今回は、導入・管理と保管のためのチェックリストを紹介しますので参考にしてみてくだ
さい。

□ 扱う人を決める。（給料や社会保険料を扱っている人など）
□ 従業員へ利用目的を伝える。（源泉徴収票作成、健康保険・厚生年金保険届出、雇用保険届出など）
□ 従業員から取得の際、番号および身元の確認をする。
（①個人番号カードか、②通知カードと運転免許証などで確認）
※ 身元の確認が十分できている場合は、番号だけを確認。
※ アルバイトやパートの方も、番号確認および身元確認が必要。

区分によって分別が違うのはなぜ？
処理を行う施設が違うためです。一般廃棄物は、那覇・南風原クリーンセン
ターで、産業廃棄物は、産業廃棄物処理施設で処理を行います。

どのようにして処理するの？

障害者差別解消法とは？

障がいのある人への差別をなくし、
共に生きる社会を目指しましょう！
障がいのある人への差別をなくし、
共に生きる社会を目指しましょう！
障害者差別解消法に関する詳細は、内閣府ホームページ
（http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html）

事業系ごみは那覇市では収集していません。
区分ごとの収集運搬許可業者へ委託するか、区分ごとの処理施設へ直接搬
入してください。

❶ クリーン推進課（889-3567）へ電話にてお申込み　※平日8時30分～17時
❷ 申込時に収集日・受付番号・処理券の購入について確認
❸ 処理券をスーパー等で購入
❹ 処理券に❷で確認した受付番号を記入し、処理するものに貼る
❺ ❷で指定された収集日の朝8時30分までに出す

ごみ処理を委託する場合、許可を受けた業者と委託契約を行い、ごみの適正
処理が行われていることを確認するようにして下さい。
ごみの収集運搬及び処理を無許可業者へ委託した場合、刑罰(※2)の対象と
なりますので、ご注意下さい。
（※1）会社等の営利を目的とするもののほか、自治会や学校、福祉施設等の公共サービスも含まれます。
（※2）5年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金又は、この併科（廃棄物処理及び清掃に関する法律
第25条第1項第6号）
●詳しくは、廃棄物対策課のホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。
　事業系ごみの適正な収集運搬・処理にご協力よろしくお願いします。

「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮をしないこと」が禁止されます。
※だだし、民間事業者における合理的配慮の提供は努力義務となります。

『不当な差別的取扱い』や『合理的配慮をしないこと』とは？
★不当な差別
・車椅子だからというだけでお店に入れない
・障がいがあるという理由だけでアパートを貸してもらえないなど

★合理的配慮をしないこと
・障がいの特性に応じた方法（筆談、読み上げなど）を取り入れない
・情報が伝わるように対応を工夫しないことなど

お問い合わせ 廃棄物対策課　☎951-3231

お問い合わせ 障がい福祉課　☎862-3275

現行

一律300円

平成28年4月１日の収集以降

平成28年4月１日の収集以降

2,400円／個スプリング入りマットレス

1,800円／脚2人掛け以上

1,200円／脚1人掛け
スプリング入りソファー

そ大ごみ・スプリング入りマットレス等の収集お申込みについて

担当者の決定とマイナンバーの取得

□ 記載されている書類は、カギがかかる棚や引き出しに保管する。
　※無理にパソコンを購入する必要はありません。
□ インターネットに接続されているパソコンは、ウィルス対策ソフトを最新版に更新するなどセキュリティ対策をとる。
□ 退職や契約の終了などでマイナンバーが不用になったら、記載されている書類は細かく裁断し廃棄する。
□ パソコンで保管している場合はデータを削除する。

マイナンバーの管理と保管

４月１日の
収集より

４月１日より

個人事業主のみなさんへ

変更その1
そ大ごみ処理手数料が変わります。

スプリング入りマットレス等は、処理が困難であっ
たため、これまで市では収集を行っていませんでし
たが、次のとおり収集を開始します。

変更その2
スプリング入りマットレス等の
収集・処理を開始します。

大  600円　※1㎥以上のものまたは10kgを超えるもの

小  300円　※大以外のもの

2016 年（平成28年）3月3



平成28年度

施政方針（概要）
※全文は、市ホームページでご覧になれます。

はいたい
ぐすーよー　ちゅーうがなびら。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

予
算
編
成

主
要
事
業

（
民
主
主
義
と
地
方
自
治
尊
重
へ
の
願
い
）

　

昨
年
は
、
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
平
和
を
願

う
気
持
ち
が
よ
り
強
ま
っ
た
年
で
し
た
。
世
界
の
平
和
を

願
う
発
信
地
で
あ
る
沖
縄
県
、
そ
の
県
都
那
覇
市
の
市
長

と
し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

固
く
心
に
誓
い
ま
し
た
。

　

米
軍
統
治
下
に
お
い
て
、
長
く
自
己
決
定
権
を
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
き
た
私
た
ち
に
は
、
地
域
の
こ
と
は
住
民

の
意
志
で
決
め
た
い
と
い
う
強
い
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
思
い
が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
る
地
方
自
治
こ
そ
、
民

主
主
義
国
家
の
根
幹
だ
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
辺
野
古
に
目
を
向
け
る
と
、
国
は
「
辺
野
古

推
進
が
唯
一
の
解
決
策
」
と
の
主
張
を
繰
り
返
し
、
新
た

な
基
地
建
設
を
強
行
に
進
め
て
い
ま
す
。
翁
長
知
事
は
、

強
硬
手
段
を
と
る
国
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
選
挙
で
示
さ

れ
た
民
意
の
尊
重
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か

ら
も
、
知
事
の
行
動
を
支
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
、
機
会
を
と
ら
え
て
、
国
内

を
は
じ
め
国
際
社
会
に
沖
縄
の
実
情
を
発
信
し
、
地
方
自

治
や
民
主
主
義
を
守
り
抜
く
取
組
み
を
重
ね
て
い
く
決
意

で
す
。

（
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
）

　

日
本
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え

ま
す
。
現
在
、
全
国
各
地
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
地

域
活
性
化
の
取
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
動
向
な
ど
の
分

析
と
こ
れ
か
ら
の
人
口
推
計
を
ま
と
め
た
「
那
覇
市
版
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
そ
し
て
当
面
５
年
間
で
行
う
べ
き
施
策

を
ま
と
め
た
「
那
覇
市
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
が
、
地
域
な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し
、
魅

力
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
地
域
の
強
み
を
把
握
し
て

価
値
を
高
め
る
工
夫
を
す
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
本
市
に
は
素
晴
し
い
人
材
が
揃
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を
数
多
く
備
え

て
い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
今
あ
る
価
値
に
気
づ
き
、

自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
か
ら
将
来
へ
の
可
能
性
が
花
開

く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
笑
顔

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
よ
り
効
果
的
な
自
治
体
運
営
を
）

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
本
市
に
お
い

て
も
生
産
年
齢
人
口
が
減
り
、
税
収
等
の
歳
入
が
減
る
一

方
で
、
歳
出
は
拡
大
し
ま
す
。
公
共
施
設
の
遊
休
化
が
進

み
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
重
く
の
し
か
か
り
、
ま
た
、
扶
助

費
に
つ
い
て
も
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
課
題
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

人
口
動
態
に
基
づ
い
て
、
教
育
や
福
祉
等
、
将
来
予
測
を

数
値
化
し
、
責
任
を
持
っ
て
未
来
に
残
す
も
の
を
選
択
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
口
構
造
の
変
化
や

財
源
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
よ
り
効
果
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
第
５
次
那
覇
市
総
合
計

画
の
策
定
に
向
け
て
）　

　

本
市
の
第
4
次
総
合
計

画
に
つ
い
て
は
、
残
す
期

間
が
あ
と
2
年
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か

ら
新
た
な
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
意
欲
の
あ
る
方
を
対
象

に
「
な
は
市
民
協
働
大

学
」
を
開
催
し
、
協
働
の
輪
を
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
上
級
編
の
「
な
は
市
民
協
働
大
学
院
」
を
開
講

し
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
で
活

躍
す
る
人
材
の
発
掘
・
育
成
の
場
と
し
て
深
化
さ
せ
、
協

働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

　

第
5
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
を
活

用
し
て
市
民
の
皆
様
と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
策
定
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
新
た
な
総
合
計
画
を
「
ひ
と　

つ
な
ぐ　

ま
ち
」

の
羅
針
盤
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
人
ひ

と
り
が
互
い
に
理
解
し
合
い
、
存
在
を
認
め
合
う
、
市
民

が
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
あ
た
た
か
く
つ
な
が
る
協
働
）

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
・
担
い
手
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
市
民

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
で
す
。
地
域
の
課
題
を
発
見
、
共
有
し
、
協
力
し
て
解

決
す
る
こ
と
こ
そ
地
方
自
治
体
の
本
質
で
す
。
。

　

本
市
で
は
、
様
々
な
場
面
で
地
域
人
材
の
活
力
を
求
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
は
担
い
手
の
減
少
や
情
報
が
不
足
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
方
や
、
意
欲

の
あ
る
人
材
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
仕
組
み
と
し
て
の
（
仮
称
）
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
内
外
の
様
々
な
担
い
手
の
協
力
や
連
携
の
輪
を
つ

な
ぎ
、
行
政
と
市
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
密
に
し
な

が
ら
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
、
よ
り
成
熟
し
た
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

「
心
地
よ
い
つ
な
が
り
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
自
治
・
協
働
・
平
和
都
市
」

「
人
・
自
然
・
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
共
生
都
市
」

　たくましく次代を切り拓く人材を育むためには、人との出会
いをもとに、人間力を成長させていくことが重要であると考え
ております。出会いは、互いに影響を与え合い、人間力を高め
合うきっかけとなります。感謝の気持ちを持って、人と人とがつ
ながることは、音楽に例えるとオーケストラのようなもので、幾
重にも重なり合う音色が、より美しく人々を魅了するハーモ
ニーとなります。柔らかい心で、手と手をつなぎ、子や孫の輝
かしい未来に向けて、市民の皆様がそれぞれの立場で希望
の音色を奏でましょう。
　心を耕す、と書いて「耕心（こうしん）」
　これは、私が座右の銘として常に胸に刻んでいる言葉です。
固く閉ざされた心には、新しいことは入ってきません。種をま
いてしっかりと育つよう、常に柔らかく心を耕した状態であり
たいと考えています。
　固定観念にとらわれず、時代の流れを見定め、本市の市政
運営に努めてまいります。
　市民の皆様、並びに議員各位のご理解とご協力をよろしく
お願い申し上げ、私の施政方針の結びの言葉といたします。
　いっぺー　にふぇーでーびる。

那覇市長

お問い合わせ 企画調整課 862-9937

平成28年度　主な事業一覧（単位：千円）

　一昨年の11月、私は第32代那覇市長としてかじ
取り役を託されました。以来、「ひと　つなぐ　ま
ち」というキャッチフレーズのもと全力で駆け出
し、多くの力をつなぎあわせながら、県都那覇市
の更なる発展に向け課題の一つひとつに真正面か
ら向き合っております。
　本市は今年、那覇市制施行95周年の節目の年
を迎えます。これまで本市の発展に力を尽くされ
た多くの皆様に、心より感謝を申し上げます。脈々
と受け継がれてきた歴史のバトンをしっかりと握
りなおし、沖縄県のフロ
ントランナーとして今後
も市民の皆様並びに議
員各位のご理解とご協
力を賜りながら、市政運
営に全力で取り組んで
まいります。
　ゆたさるぐとぅ　
　　うにげーさびら。

（
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
期
待
）

　

本
市
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
各
地
域
の
自
治
会
が
地
域
の
核
と
し
て
の
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
エ
リ
ア
を
さ
ら
に
拡
大
し
、

小
学
校
を
地
域
の
拠
点
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
小
学
校
区
内
で
活
動
す
る
自
治
会
を
中
心
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
で
活
動
す
る
団
体
・
組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
や
活
動
を
尊
重
し
あ
い
、
緩
や
か
に
連
携
・
協
力
す

る
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
仕
組
み
で
す
。

　

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
、
小
学
校
区
と
い
う
エ
リ
ア
で

の
地
域
づ
く
り
は
、
ま
さ
し
く
行
政
だ
け
で
は
成
し
え
な

い
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
で
す
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
が
「
ひ
と　

つ
な
ぐ　

ま
ち
」
の
礎
と
な

り
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の
持
て
る
、
温
か
い
見
守
り

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

（
子
ど
も
た
ち
へ
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
）

　

私
は
長
年
、
教
育

現
場
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
市
長

の
職
に
就
い
て
２
年

目
の
今
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
つ
い
て

は
学
校
教
育
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
を

強
く
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

生
ま
れ
て
す
ぐ
か

ら
、
す
で
に
、
人
材

育
成
は
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
福
祉
や
子
ど
も
の
分
野
、
そ
し
て
学
校
教
育
な
ど

「
未
来
を
担
う
人
材
育
成
」
は
、
市
長
と
し
て
の
私
の
核

と
な
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
人
材
育
成
の
土
台
と
し
て
の
学
力
向
上
や

不
登
校
対
策
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
解
消
は
市
民
が
最
も
望
ん
で
い
る
課

題
で
あ
り
、
充
分
な
受
け
皿
を
整
備
す
る
た
め
、
優
先
し

て
財
源
を
確
保
し
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
親
も
の
び
の
び
と
社

会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
支
援
学
校
の
新
設
を
求
め
る
声
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
切
実
な
思
い
を
重
く

受
け
止
め
、
県
と
連
携
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
）

　

今
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
で
す
。
親
の
所
得
格
差
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
が
摘
み
取
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
本
市
で
は
こ

れ
ま
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
就
労
支
援
や
就
学
援
助
、
不

登
校
児
童
生
徒
の
登
校
復
帰
支
援
や
学
習
支
援
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
特
筆

す
べ
き
成
果
と
し
て
、
生
活
保
護
世
帯
に
お
け
る
高
校
進

学
率
が
目
覚
ま
し
い
勢
い
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
国
の
大
き
な
後
押
し
を
受
け
て
、
子
ど

も
に
寄
り
添
う
支
援
員
を
、
見
守
り
の
拠
点
と
な
る
学
校

へ
順
次
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
居

場
所
を
増
設
す
る
な
ど
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒

へ
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
理
想
の
未
来
を
思
い

描
け
る
環
境
を
手
に
し
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
明
る
い
光
を
放
つ
観
光
都
市
）

　

観
光
と
は
、
「
そ
の
土
地
の
光
を
観
る
」
こ
と
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
万
国
津
梁
の
都
と
し
て
栄
え
た
古
の
歴
史

の
香
り
が
今
も
な
お
息
づ
く
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
、
伝

統
文
化
な
ど
、
独
自
の
輝
き
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
琉
球

王
朝
時
代
よ
り
育
ま
れ
て
き
た
迎
恩
の
心
で
世
界
中
の
皆

様
を
温
か
く
も
て
な
し
、
色
と
り
ど
り
に
輝
く
光
を
存
分

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
独
自
の
魅
力
を
磨
く
こ

と
が
本
市
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

急
増
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
や
、
航
空
路
線
の
拡
充
に

伴
い
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
策
と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
年
は
第
６
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
海
外
、
県
外
の
県
系
人
が
一
堂
に

会
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
・
文
化
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
好
機
を
と
ら

え
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー
と

し
て
の
可
能
性
を
ひ
ろ

げ
る
と
と
も
に
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
野
球
の

キ
ャ
ン
プ
候
補
地
と
し

て
準
備
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
礎
に
、

先
人
た
ち
に
誇
れ
る
国

際
観
光
都
市
を
目
指
し

て
、
全
力
で
取
り
組
み

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
1
4
3
0
億
5
0
0
万
円
で
、
対

前
年
度
比
85
億
3
千
5
0
0
万
円
、
6
・
3
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
景
気
上
昇
や
収
納
努
力
に
よ
る
市
税

の
増
お
よ
び
地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
等
に
お
い
て
も
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
で
は
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業

を
含
む
子
ど
も
政
策
分
野
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
施
策
へ
重
点
的
に
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
学

校
施
設
・
市
営
住
宅
の
建
替
え
事
業
等
や
扶
助
費
等
社
会

保
障
費
の
増
に
つ
い
て
も
確
実
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
予
算
は
、
総
額
約
8
1
3

億
9
千
４
百
万
円
で
、
対
前
年
度
比
約
28
億
円
、
3
・

6
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
別
会
計
予
算
の
増
額

は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
医
療
制
度
改
革
以
降
、
急
激
に
財
政
状

況
が
悪
化
し
た
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
し
て
は
、
全
事

業
の
見
直
し
や
一
般
会
計
か
ら
の
政
策
的
な
繰
り
入
れ

等
、
全
庁
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
努
力
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
29
年

度
末
の
県
移
管
ま
で
に
1
7
8
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
た

累
積
赤
字
額
を
、
着
実
に
縮
減
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
緊
張
感
を
維
持
し
な
が
ら
、
累
積
赤
字
解

消
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
抜
本
的
な
解

決
に
向
け
て
、
国
へ
支
援
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
）

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
「
な
は
市
民

協
働
プ
ラ
ザ
」
の
利
活
用
を
充
実
さ
せ
、
各
団
体
及
び
個

人
の
自
主
的
な
取
り
組
み
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
「
な
は

市
民
協
働
大
学
」
や
、
２
年
目
を
迎
え
る
「
な
は
市
民
協

働
大
学
院
」
を
発
展
さ
せ
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

発
掘
や
育
成
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
支
援
事
業
で
は
、
公

募
に
よ
り
新
た
に
３
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
す

る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
平
和
交
流
・
男
女
共
同
参
画
）

　

今
年
、
福
州
市
と
の
友
好
都
市
締
結
35
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
市
民
訪
問
団
で
福
州
市
を
訪
問
し
、
記
念
式

典
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
10
月
に
は
第
6
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
那
覇
市
出
身
者
と
市
民
・
関
係

者
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
昨
年
７
月
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る

都
市
と
し
て
「
レ
イ
ン
ボ
ー
な
は
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
や
職
員
を
対
象
と
し
た
意
識
啓
発
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

那
覇
軍
港
に
つ
い
て
は
、
跡
地
利
用
計
画
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

（
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行
政
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
、
１
月
か
ら
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
化
と
向
上
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お

い
て
本
市
の
住
民
票
の
写
し
や
税
関
係
証
明
書
等
が
取
得

で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
構
築
に
着
手
し
て
お
り
、
10
月
か

ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

 （
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
の
充
実
）

　

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健

康
長
寿
を
実
現
す
る
〜
家
庭
・
職
場
・
地
域
も
あ
な
た
の

健
康
応
援
団
〜
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市
民
総
が
か
り

で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
、
第
２
次
「
健
康
な
は
21
」

（
健
康
増
進
計
画
）
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

開
始
２
年
目
に
な
る
「
健
や
か
親
子
な
は
」
（
那
覇
市

母
子
保
健
計
画
）
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

や
近
隣
・
地
域
社
会
で
助
け
合
う
「
地
域
力
」
が
育
つ
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
、
は
り
・

き
ゅ
う
等
の
施
術
利
用

券
を
交
付
し
て
市
民
の

健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防
事
業
と
し

て
保
健
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
重
症
化
を
防
ぎ

市
民
の
生
活
の
質
を
維

持
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
力
を
活
か
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
え
あ
う
健
康
都
市
」

「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
た
か
な
学
習
・
文
化
都
市
」

（
地
域
の
支
え
あ
い
）

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま

い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
、
一
体
的
に
提

供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
開
始
に
向
け
た
体
制
整
備
と
し
て
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
な
ど
に
よ
る
協
議
体
に
お
い
て
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

の
社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
困
っ
た
と
き
こ
そ
頼
れ
る
よ
う

な
、
つ
な
が
り
や
絆
が
感
じ
ら
れ
る
、
温
か
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

（
自
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
）

　

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
の
自
立
支
援
と
し
て
、

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
個
別
に
寄
り
添
っ
た
形
で
の
相

談
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
困
窮
者
が
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
、
必
要
な
医
療
を
受
け
る
機
会
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
診
療
を
受
診
し
た

方
に
対
し
て
、
新
た
に
院
外
処
方
の
調
剤
費
に
つ
い
て
助

成
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し
、
機
能
訓

練
等
を
提
供
す
る
リ
ハ
ビ
リ
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

（
地
球
環
境
へ
の
配
慮
）

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た

め
、
住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
の
設
置
に
対
す
る
費
用
へ
の
一

部
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
、
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
意

識
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

（
資
源
循
環
型
社
会
）

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望

に
お
応
え
し
、新
た
に
ス
プ
リ

ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ
ス
と
ソ

フ
ァ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

　

新
聞
紙
等
の
資
源
化
物
の

無
断
持
ち
去
り
行
為
に
対
し

て
は
、
今
後
と
も
、
過
料
処

分
を
行
う
な
ど
毅
然
と
し
た

対
応
で
臨
み
ま
す
。
ま
た
、

資
源
化
物
回
収
の
拠
点
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
く
地
域
団

体
等
に
奨
励
金
を
交
付
し
、

資
源
化
物
の
適
正
な
回
収
を

推
進
し
ま
す
。

　

 （
衛
生
的
な
環
境
の
確
保
）

　

ハ
ブ
の
捕
獲
、
衛
生
害
虫
の
防
除
及
び
飼
い
主
の
い
な

い
猫
を
対
象
に
し
た
不
妊
去
勢
手
術
を
継
続
し
て
実
施

し
、
市
民
や
観
光
客
の
安
全
と
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確

保
を
目
指
し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
の
推
進
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
）

　

市
民
体
育
館
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
、
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
な
ど
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
イ
ベ
ン
ト
誘
致
を
図
る
目
的
か
ら
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

床
面
の
張
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
資
す
る
人
材
の
育
成
及
び
地
域
活
性
化
を

支
援
す
る
た
め
の
（
仮
称
）
活
き
活
き
人
材
育
成
支
援
施

設
の
真
和
志
南
地
区
へ
の
整
備
の
た
め
、
実
施
設
計
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
と
就
学
前
教
育
・
保
育
）

　

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
大
道
幼
稚
園
を
は
じ
め
と
す

る
5
園
を
皮
切
り
に
、
市
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
を
年
次
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
従
来
の
幼
稚
園
機
能
に
加
え
て
、
給
食
の
提

供
、
土
曜
保
育
、
４
月
１
日
受
入
な
ど
の
保
育
所
機
能
を

併
せ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
最
も
効
果
的
な
取

組
み
と
な
る
認
可
保
育
所
の
新
規
設
置
に
つ
い
て
は
、
賃

貸
物
件
の
活
用
や
、
認
可
外
保
育
施
設
か
ら
の
移
行
を
含

め
、
17
か
所
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
所
内
保
育
所
の
整
備
促
進
や
、
認
可
外

保
育
施
設
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
角
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
約

1
6
0
0
人
の
保
育
定
員
の
増
を
目
指
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
向
け
て
は
、
沖
縄
県
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る
認
可
外
保
育

施
設
の
利
用
料
の
一
部
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
市
営
住

宅
の
優
先
入
居
を
図
る
な
ど
、
生
活
の
安
定
と
自
立
促
進

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
も
、
対
象
年
齢
を
就

学
前
ま
で
拡
充
し
、
通
院
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

（
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
づ
く
り
）

　

確
か
な
学
力
の
育
成
、
豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
の
育

成
、
中
学
校
入
学
時
の
不
安
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
小
中
一
貫
教
育
を
、
こ
の
４
月
よ
り
全
小
・
中
学
校

へ
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

全
小
学
校
に
学
習
支
援
員
を
派
遣
し
、
３
年
生
算
数
を

中
心
に
学
力
の
定
着
を
図
り
、
学
力
向
上
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
来
所
送
迎
や
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
な
ど
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に

寄
り
添
っ
た
居
場
所
づ
く
り
や
登
校
復
帰
へ
の
支
援
に
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
城
西
小
学
校
及
び
城
北
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
、
真
和
志
中
学
校
校
舎
の
改
築
工
事
に

着
手
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
化
の
継
承
と
発
展
）

　

新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
を
久
茂
地
地
区
へ
建
設
す

る
た
め
、
引
き
続
き
基
本
設
計
業
務
等
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、伝
統
芸
能
や
民
俗
文
化
の
継
承
発
展
に
取
り
組
む

文
化
団
体
等
の
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
芸
能
を
舞
台
公
演
と
し
て

発
表
す
る「
地
域
文
化
芸
能
公
演
」を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
朝
鮮
人
陶
工
が
沖
縄
に
陶
器
技
術
を
伝
え
て

か
ら
4
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。
初
期
の
琉
球
陶
器
及
び
関

係
資
料
を
紹
介
・
展
示
す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

（
産
業
の
振
興
）

　

「
那
覇
市
Ｉ
Ｔ
創
造
館
」
、
「
な
は
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
活
用
し
、
情
報
通
信
産
業
、
国
際
物
流
関
連
産

業
、
観
光
関
連
産
業
等
の
戦
略
的
成
長
産
業
分
野
の
集
積

及
び
市
場
開
拓
に
資
す
る
企
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
、
「
創
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
配
置

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
施
行
し
た
「
め
ん
そ
ー
れ
那
覇
市
観
光
振

興
条
例
」
に
定
め
る
「
良
好
な
観
光
環
境
の
維
持
」
を
目

指
し
、
国
際
通
り
及
び
周
辺
に
お
け
る
強
引
な
客
引
き
、

違
法
看
板
の
設
置
な
ど
の
迷
惑
行
為
に
対
す
る
指
導
に
地

域
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
水
産
業
に
つ
い
て
、
泊
魚
市
場
、
泊
い
ゆ
ま
ち

な
ど
の
水
産
拠
点
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　（

ま
ち
の
活
性
化
）

　

本
市
観
光
の
要
で
あ
る
国
際
通
り
及
び
中
心
商
店
街
の

活
性
化
に
向
け
て
、
商
店
街
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
る
積

極
的
な
取
り
組
み
や
提
案
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

牧
志
公
設
市
場
雑
貨
部
１
階
の
「
ま
ち
ぐ
ゎ
ー
案
内
所

ゆ
っ
く
る
」
で
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
や
授
乳
室
等
の
機
能

を
備
え
、
マ
チ
グ
ヮ
ー
に
特

化
し
た
情
報
を
効
果
的
に
発

信
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
や

地
元
客
へ
の
利
便
性
を
高
め

ま
す
。

「
ひ
や
み
か
ち
マ
チ
グ
ヮ
ー

館
」
で
は
、
沖
縄
の
伝
統
芸

能
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
し
、
地
元
客
も
観
光
客
も

楽
し
め
る
拠
点
施
設
と
し
て

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

第
一
牧
志
公
設
市
場
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
中
心
市
街

地
全
体
を
俯
瞰
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
市
民
、
事
業
者
や
周
辺
商
業
者
等
と
共
有
し
、
関
係

者
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
再
整
備
に
関
す
る
基
本
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
都
市
防
災
と
防
犯
）

　

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
す
る
那
覇
市
津
波
避
難
ビ

ル
は
、
５
月
頃
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

は
、
そ
の
所
在
や
所
有
者
等
の
状
況
を
把
握
す
る
調
査
を

行
い
、
空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
署
所
の
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
松
尾
出
張
所
と
真

和
志
出
張
所
を
統
合
し
、
４
月
に
神
原
出
張
所
と
し
て
開

設
い
た
し
ま
す
。

（
市
街
地
の
整
備
）

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
石
嶺
、
宇
栄
原
、
大
名
の
各
市

営
住
宅
の
建
て
替
え
工
事
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
老
朽

化
し
た
真
地
市
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
建
て
替
え
に
向
け

た
基
本
計
画
策
定
の
た
め
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

農
連
市
場
地
区
の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
場
店

舗
等
の
建
築
工
事
や
道
路
工
事
等
に
着
手
し
、
防
災
機
能

の
改
善
と
活
気
と
賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
マ
チ
グ
ヮ
ー
空
間

の
再
生
を
図
り
ま
す
。

  

モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

再
開
発
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

　
（
交
通
体
系
の
整
備
）

　

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
早
期
開
業
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
可
能
性
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
基
礎
調
査
を
踏
ま
え
、
最
適
な
ル
ー
ト
案
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
増
加
傾
向
に
あ
る
自
動
二
輪
車
や
自
転
車
の

利
用
環
境
の
向
上
・
充
実
を
図
る
た
め
、
基
礎
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

亜
熱
帯
の
沖
縄
ら
し
い
道
路
の
緑
化
や
美
化
に
取
り
組

み
、観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

那
覇
の
歴
史
、
魅
力
等
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
説
明
板
を
設
置
し
、
楽
し
く
快
適
に
散
策
で
き

る
歴
史
散
歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

（
上
下
水
道
の
整
備
）

　

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
耐
震
化
を
す
す
め
、
自

然
災
害
等
に
よ
る
被
災
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
強

靱
な
水
道
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
管
の
未
整
備
地

区
の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
首
里
石
嶺
町
4
丁
目

地
区
の
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留

す
る
地
下
式
雨
水
調
整
池
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　（

自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
）

　

都
市
景
観
形
成
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
３
地
区
へ
の

助
成
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
那
覇
の
歴
史
が
香
る
赤
瓦

の
屋
根
や
石
垣
な
ど
、
快
適
で
美
し
い
景
観
を
地
域
住
民

と
と
も
に
守
り
、
育
て
、
創
出
し
、
「
亜
熱
帯
庭
園
都

市
」
の
さ
ら
な
る
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

「
人
も
、
ま
ち
も
活
き
い
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
ら
島
の
観
光
交
流
都
市
」

「
安
心
、
安
全
で
快
適
な
亜
熱
帯
庭
園
都
市
」

●第６回世界のウチナーンチュ大会那覇市出身者交流事業 （3,766）
●那覇・福州友好都市締結35周年記念事業 （1,647）
●個人番号カード交付事業 （45,807）
●コンビニ交付導入事業 （35,610）
●はり・きゅう・あん摩等施術助成事業 （6,000）
●生活支援・介護予防体制整備事業 （14,916）　　
●無料低額診療事業調剤処方費助成事業 （550）
●スプリング入りマットレス等の収集・処理事業 （5,399）
●那覇市民体育館イベント誘致機能強化事業 （99,978）
●認定こども園推進事業 （2,829）
●事業所内保育総合推進事業 （90,000）
●ひとり親家庭等認可外保育施設利用料補助事業  （15,840）
●保育士確保対策事業（離職抑制分）（38,471）
●子供の貧困対策支援事業 （146,693）
●真和志中学校校舎建設事業 （472,973）
●なは産業支援センター育成支援事業 （11,678）
●地域居住機能再生推進事業（石嶺市営住宅、大名市営住宅建替） （4,035,884）

結びに　　  希望の音色を奏でる
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バ
ス
回
数
券
の
終
了
に
つ
い
て

バ
ス
回
数
券
は
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
せ

ん
。払
戻
期
限
は
平
成
28
年
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。※

払
戻
は
枚
数
等
に
よ
っ
て
払
戻
金
が
無
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

 

各
バ
ス
会
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

那
覇
市
民
会
館
に
お
け
る
夏
季
保
守

点
検
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
の
総
合
保
守
点
検
期
間
を
８
月
か
ら
10

月
へ
変
更
し
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

 
文
化
振
興
課
☎
８
５
５
・
５
０
８
１

問 市
民
税・県
民
税
兼
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

　

 

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
平
日
９
時
〜
16
時
受
付

※

３
月
６
日
（
日
）
の
み
休
日
も
受
け
付
け
ま
す

　

 

市
民
会
館 

中
ホ
ー
ル

　

 

市
民
税
課
☎
８
６
１
・
３
３
２
８

日場問公
益
信
託　
那
覇
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
基
金

平
成
26
年
度
決
算
公
告

【
趣
旨
】当
基
金
は
、主
に
那
覇
市
に
お
い
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
行
う
団
体
に

対
し
て
助
成
を
行
い
、市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
概
要
】 

計
13
団
体
に
対
し
総
額
２
７
０

万
円
の
助
成
金
支
給
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

【
財
産
目
録（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）】資

産
合
計
９
８
１
万
８
４
６
８
円
／
負
債
合
計
０

円
／
正
味
信
託
財
産
９
８
１
万
８
４
６
８
円

《
公
益
信
託
》那
覇
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
基
金

《
受
託
者
》三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
丁
目
４
番
５
号

　

 

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課
☎
８
６
１
・
３
８
４
６

な
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
１
・
５
０
２
４

問ス
マ
ホ
de
ド
ッ
ク

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

簡
単
な
利
用
登
録
を
行
い
、
そ
の
後
郵
送
さ

れ
る
検
査
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
健
康
状
態
を
確

認
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。　
　

３
月
末
ま
で

　

 

国
保
に
加
入
し
て
い
る
33
歳
〜
39
歳
お
よ

び
43
歳
〜
49
歳
ま
で
の
方
で
、
か
つ
、
こ
こ
３

年
間
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
市
民
（
市
か

ら
案
内
通
知
の
あ
っ
た
方
に
限
る
）

　

 

無
料      

特
定
健
診
課
☎
８
６
２
・
０
５
６
４

期

対費

問

3/8（火）

～

3/13（日） （那覇市文化協会　仲田　美加子）

全　　  室 那覇市文化協会第24回あけもどろ総合文化祭書道・生活美術合同展

  【書道・人形・ちぎり絵・押し花・琉球手まり】

那覇市民ギャラリー 

3/15（火）

～

3/20（日）

3/22（火）

～

3/27（日）

3/29（火）

～

4/3（日）

第3展示室

第2展示室

  【押し花】
第1展示室 野草雑草押し花展～奈良「山の辺の道」を訪ねて～

  【絵画】

（奏彩　赤嶺　広和）
第12回アトリエ奏彩絵画展

  【絵画】

（橋本　弘徳）
橋本弘徳水彩画展

第3展示室

第1展示室
  【写真】

（フォトサークル彩　座波　嘉彦）
フォトサークル「彩」第8回写真展 

  【写真】

（南　研作）
写真展アートタウンバルパライソ（チリ）

第3展示室

第1展示室
  【絵画】

（水彩画フェリス　黒島　けい子）
第12回水彩画フェリス展

  【版画】

（版画工房コントルポワン　長嶺　斉）
版画工房コントルポワン展  Vol.6

パレットくもじ６ F

3/1（火）

～

3/6（日） （那覇市文化協会　仲田　美加子）
全　　  室 那覇市文化協会第24回あけもどろ総合文化祭美術工芸・写真合同展

  【絵画・彫刻・陶芸・ガラス工芸・デザイン・写真】

（岡本　典江）

2016年3月1日～4月3日（月曜休館）  ☎８６７-７６６３

ハ
イ
サ
イ
市
民
課
・
学
務
課
臨
時
窓
口
開
設

３
月
22
日（
火
）〜
４
月
11
日（
月
）の
平
日（
特

に
休
日
明
け
）は
転
勤
・
進
学
な
ど
に
伴
い
転

出
入
が
多
く
な
る
た
め
、臨
時
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。（
本
庁
舎
自
動
交
付
機
も
臨
時
稼
働
）

【
開
設
日
・
時
間
】３
月
26
日（
土
）〜
27
日（
日
）・

４
月
２
日（
土
）〜
３
日（
日
）９
時
〜
17
時

【
取
扱
業
務
】ハ
イ
サ
イ
市
民
課
①
住
民
票
の

写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
等
証
明
な
ど

の
交
付
②
住
民
異
動
届（
転
入
出
・
転
居
な
ど
）

と
そ
れ
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
加

入
・
喪
失
に
関
す
る
届
け
出
③
印
鑑
登
録
④
出

生
、婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出 

※

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関
す
る
業
務
は

シ
ス
テ
ム
停
止
の
た
め
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん

学
務
課
①
新
入
学
手
続
き
②
指
定
校
変
更
手

続
き
③
転
校
に
関
す
る
手
続
き
等

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）・
印
鑑（
ハ
イ
サ
イ
市
民
課
は
来

庁
さ
れ
る
方
、学
務
課
は
保
護
者
の
方
の
も
の
）

※

代
理
人
の
場
合
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

 

ハ
イ
サ
イ
市
民
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
４

学
務
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
５

問 〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
窓
口
混
雑
予
想
カ
レ

ン
ダ
ー（
３
月
〜
５
月
分
）」
を
掲
載
し
ま
す
。

〇
「
な
は
市
民
カ
ー
ド（
印
鑑
登
録
証
）」・「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
暗
証
番
号

を
登
録
し
て
い
る
方
は
、
市
内
５
か
所
に
設
置
し

て
い
る
自
動
交
付
機
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
部
地
域
の
住
居
表
示
変
更
実
施
に
つ
い
て

２
月
15
日（
月
）か
ら
真
嘉
比
２
丁
目
、３
丁
目

お
よ
び
松
島
１
丁
目
の
一
部
地
区
に
お
い
て
住

所
の
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た
。
該
当
世
帯
・
事

業
所
は
、
配
布
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
必
要
な
手
続
き
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

地
籍
調
査
課
☎
９
４
３
・
０
７
７
９

問

※主催者・その他の都合により変更することもあります。

日 催　　　　　物 開演 入　場　料
869-4880  FAX.869-4883

3（木）
5（土）
6（日）
7（月）
10（木）
12（土）
13（日）
14（月）
16（水）
17（木）
18（金）
19（土）

20（日）
21（月）
24（木）
25（金）
26（土）

27（日）
28（月）
30（水）
31（木）

那覇市　認知症予防市民講演会
きみのスプリングコンサート
田場　尚子　ヴァイオリンリサイタル
第20回　弦楽アンサンブルの夕べ
那覇市新文化芸術発信拠点　施設設計者選定プロポーザル公開ヒアリング
桃山流　清華会　～桃の宴に舞う～
第5回　nanohanaピアノ教室 発表会
第3回米国空軍太平洋音楽隊アジア　日米親善コンサート
音楽大学受験セミナー20周年記念 室内楽コンサート

声楽ガラコンサート
那覇国際高校ダンス部　卒業ライブ
ビューローダンケプレゼンツ　コンサートシリーズ第8弾
渡久地　圭フルートリサイタル　～琉球・沖縄とクラシックが出会う旅～
東日本大震災から5年　「響け!復興へのハーモニー～つながる未来～」
岩手・宮城・福島・沖縄の子どもたちによる　合同オーケストラコンサート
那覇市文化協会　第24回あけもどろ総合文化祭　ピアノ部会「2台ピアノのひびき」
古蔵小学校音楽部　古蔵中学校合唱部　スマイルコンサート
那覇市文化協会　第24回あけもどろ総合文化祭
演劇部会　うちなー芝居　『首里上小、恋きつね、孝不孝』
那覇市文化協会　第24回あけもどろ総合文化祭　新舞踊部会「満開の艶（えん）舞台」
那覇市文化協会 第24回 あけもどろ総合文化祭
ジャズ部会 「ジャズの夕べ」
第27回　上山中学校吹奏楽部　定期演奏会
第2回　わくわくコンサート
天久小学校合唱部　第3回定期演奏会

14:30
18:00
18:30
19:00
17:45
17:30
13:30
18:30
18:30
18:00
18:00

14:00
17:00
19:00
18:30
16:00

18:30
18:00
17:00
18:00

無料
¥1.980（前売りのみ）
一般 ¥1.500　学生 ¥1.000
（当日各￥300増）
¥800（当日¥200増）

¥2,500
（当日¥500増）

無料
¥2,000
無料
¥1,500
¥2,000
¥300

一般 ¥3.500　学生 ¥2.000
高校生以下¥1.000 （当日各¥500増）

一般¥2.000
高校生以下¥1.000

¥990
大人¥800　小中学生¥500

¥1,500
一般¥1.500　中・高校生¥500

小学生以下無料
¥300

大人¥500　小人¥300
¥500 ※  できるだけバス・タクシー等の公共交通をお使い下さい。

※  一般のお客様がご入場いただける催物のみを掲載しています。

日 催　　　物 開演 入  場  料

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

第11回 南風原高等学校　郷土文化コース及び
郷土芸能部公演　かりゆし・嘉利吉 ～奏でる・舞う・武る～
第36回　吹奏楽の夕べ
（吹奏楽部　定期演奏会）

ハワイアンカルチャー部会
「ハワイへの誘い～E Komo Mai～」

古典芸能部会 
「古典芸能～能羽のあしび～」
首里高等学校合唱部
第50回定期演奏会

市・県民税申告受付（16:00まで）
※5日（土）は受付ていません
那覇市文化協会　第24回あけもどろ総合文化祭 
社交ダンス部会　社交ダンス部会　「社交ダンスの夕べ」

久米島高校創立70周年記念事業
「芸能那覇公演」

大正琴部会　「大正琴の調べ」

八重山芸能部会 「八重山の夕べ」

同窓会コンサート

那覇高校　吹奏楽部　第47回定期演奏会

第20回　定期演奏会　沖縄尚学

交響詩 「ひめゆり」 バレエ公演

講演会

大人 1,000円
 小人 500円（小・中・高）

1,000円

500円

1,000円

1,500円

2,000円

1,500円

入場無料
全席指定 SS席 8,000円
全席指定   S席 7,000円（各税別）

大　人　　 800円
高校生以下 300円

一     般     　980円
高校生以下 500円
大     人　　800円
高校生以下 500円

全自由席
3,000円

（当日3,500円）
※未就学児童ひざ上無料

一 　般　　900円
高校生以下 400円
未就学児　無料

5（土）
6（日）
11（金）
12（土）
13（日）
16（水）
18（金）
19（土）
20（日）
21（月）
24（木）
25（金）
27（日）
30（水）

20（日）

17:00
17:30
18:00
18:00
17:00
18:30

17:00
18:00
18:00

18:30
  1（火）～
15（火）

★25日（金）14時より映画「GAMA-月桃の花」
20周年記念上映会!!　鑑賞料1000円、バレエチ
ケットをご購入の方は500円　（当日のみ販売）

14:00
18:00

13:00
18:30

9:00
18:30

19:00

乳
幼
児
健
診前期

後期

通知時期

３か月頃

９か月頃

１歳
８か月頃

３歳
６か月頃

受診可能な期限 健診日および受付時間（3月）

3日（木）・9日（水）・
17日（木）・24日（木）　
13時～14時半
4日（金）・8日（火）・15日（火）・
22日（火）・29日（火） 
13時～14時半

6日（日）・12日（土）・
27日（日）　
13時～15時 
6日（日）・12日（土）・
27日（日）　
9時～10時45分

６か月未満まで

１歳未満まで

２歳未満まで

４歳未満まで

１歳６か月児
健診

３歳児健診

※お子さまの健診時期に個別通知を行っています。
（年間予定はホームページに掲載）
　　市保健センター        地域保健課☎853-7962問場

市では、乳幼児のお子さんを対象に以下の通り
健診を行っています。 

乳
児
健
診

2016年（平成28年）3月

InformationInformation

iphone、ipadの場合 Androidの場合

那覇市公式
Facebook

スマホなどで見られる広報紙

募
　
集

募
　
集

6

経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
員
募
集

平
成
28
年
６
月
１
日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
・
企
業
が
対
象
で
す
。

【
募
集
資
格
】①
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
業
務
を

遂
行
で
き
る
方（
市
外
在
住
の
方
も
可
）②
警
察
、選

挙
、税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
方（
関
係
者
含
む
）

【
業
務
内
容
】①
調
査
員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会

へ
の
出
席
②
調
査
員
担
当
区
域
の
事
業
所
の
確

認
お
よ
び
把
握
③
調
査
票
等
の
配
布
お
よ
び

回
収
④
調
査
書
類
の
検
査
お
よ
び
提
出

【
募
集
人
数
】約
１
０
０
人（
面
接
に
よ
り
採
用
決
定
）

【
募
集
期
間
】３
月
８
日（
火
）〜
25
日（
金
）

【
調
査
報
酬
】約
５
万
５
千
円（
調
査
件
数
に
応

じ
て
増
減
あ
り
）

【
調
査
期
間
】５
月
上
旬
〜
７
月
上
旬（
調
査

員
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
は
５
月
上
旬
予
定
）

　
　

  

企
画
調
整
課
☎
９
５
１
・
３
２
２
３

問
申



【利用時間】月～金9:00~21:00 土9:00~17:00
【休館日】日曜日・祝日・慰霊の日・12月29日～1月3日
☎951-3203 FAX951-3204なは市民協働プラザ1階（旧銘苅庁舎）

なは女性センター

木曜芸能公演
琉球舞踊/
玉城流うどぅい福楽
木曜芸能公演
郷土芸能/遊行
芸能座　京太郎の歌
木曜芸能公演
哲楽ライブ/
哲楽家 紀々

木曜芸能公演
琉球舞踊/島袋流千尋
会・千織会琉舞練場

木曜芸能公演
うちなー芝居/
渡嘉敷流あけぼの乃会

〔利用時間〕 月9時~18時  火~日9時~22時 ☎868-7810
那覇市ぶんかテンブス館

4Fテンブスホール
日 費  用公演内容 主催/問合せ先開演

那覇市ぶんか
テンブス館
868-7810

3
（木）

10
（木）
17
（木）

19時

19時

19時

19時

19時

31
（木）

24
（木）

一般
1,500円
高校生
1,130円
小・中学生
750円

☎988-3163  ［開所時間］平日9時～18時  本庁舎1階
なはし就職なんでも相談センター

3月の就職支援講座 ※就職活動中のかたならどなたでも受講できます。（先着順）

仕事探しのポイント
中高年の就活の心がまえ
応募書類の書き方
自己ＰＲの書き方
就活のための時間管理
適職発見講座
簡単就活メイク
お仕事紹介～飲食業編～

講　座 開催日 講座内容

3月1日（火）
3日（木）
8日（火）
10日（木）
15日（火）
17日（木）
22日（火）
24日（木）

＊仕事のお悩みや、就職活動の中での不安、疑問を専門の相談員がサポートします。

・就職活動のノウハウ
・応募書類の作成
・実践的な面接レッスン
・個別相談

就 職 支 援
ミニセミナー
14時～15時
（定員8人）

就職特急講座
14時～16時
（定員6人）

各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
予
約
必
要
。お
申
し
込
み
は
市
役
所

１
階
の
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
直
接
来
所
く
だ
さ
い
。

（
開
所
時
間  

平
日
9
時
〜
18
時
ま
で  

土
、日
、祝
日
は

お
休
み
で
す
。）

18日（金）

※満席になる
公演もあるた
め要予約

「ありのままの自分で生きていく」
～大人の発達障がいの理解と支援～
講師：前田 智子（「さぽーとセンターⅰから」所長）
　　  岡崎 綾子（「さぽーとセンターⅰ」発達専門支援員）
　 3月4日(金) 19時 ～ 20時半 　 なは女性センター学習室
　 関心のある方 　 50人（事前申込先着順）
＊一時保育(2歳児～未就学児／受入数に限りあり)・手話通訳共
に市在住・在勤・在学の方が優先となります。

相談室｢ダイヤルうない｣　TEL098-861-7515　
●電話相談  ●面接相談（女性のみ）  ●法律相談（予約制）
相談受付時間：月～土　９時～12時／１３時～１７時
　心配事があるけど、周囲に話せる人がいない、自分の気持ちをど
うしてもわかってもらえない、そんな時、ひとりで悩まないで、｢ダイ
ヤルうない｣を利用してみませんか。生きがい、家庭の問題など、女
性の抱える様々な悩みをあなたが自分自身で考える時の手助けを
します。
●性の多様性に関する相談
　性の多様性に関する専門の相談窓口ではありませんが、あなた
がありのままで一歩一歩前に進むには何ができるかを一緒に考え
ます。性別にかかわらずお問い合わせください。

日
対 定

会

琉
球
王
国
時
代
の
道
を
歩
い
て

世
界
遺
産
を
満
喫

催
し
物

催
し
物

平
成
28
年
度

文
化
財
課  

臨
時
・
非
常
勤
職
員
募
集

平
成
28
年
度
入
学
の
就
学
支
度
資
金

貸
付
の
申
請
受
付
は
３
月
31
日
ま
で

①
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
民
便
利
帳

　
広
告
枠
売
買
の
一
般
競
争
入
札

②
広
報
紙
印
刷
製
本
業
務
の
制
限
付
き

　
一
般
競
争
入
札

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
勉
強
会

一
般
市
民
対
象
救
命
講
習

公
設
市
場
の
使
用
者
募
集

■
募
集
市
場　

衣
料
部
、雑
貨
部
、第
一
牧
志

公
設
市
場（
最
新
の
空
き
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
市
場
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

　

 

①
市
に
継
続
し
て
１
年
以
上
の
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
個
人
②
市
税
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
方
③
使
用
す
る
小

間
に
お
い
て
専
業
可
能
な
方
④
連
帯
保
証
人

を
立
て
ら
れ
る
方
な
ど

　
　

 

な
は
ま
ち
な
か
振
興
課
☎
８
６
３
・
１

７
５
０

　

 

犬
や
猫
の
正
し
い
飼
い
方
を
広
め
る
活
動

　

 

動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
養
を
推
進
す
る
本

市
の
施
策
に
協
力
で
き
る
方　

 

８
人
以
内

　

 

３
月
18
日（
金
）ま
で
に
環
境
衛
生
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

環
境
衛
生
課
☎
９
５
１
・
１
５
３
０

　

 

地
球
温
暖
化
の
現
状
や
対
策
、省
エ
ネ
行

動
な
ど
を
広
め
る
活
動

　

 

環
境
保
全
活
動
、市
民
の
自
主
的
活
動
な

ど
に
つ
い
て
豊
か
な
知
識
、経
験
及
び
熱
意
を

有
し
、指
導
及
び
助
言
が
で
き
る
方 　

 

15
人

　

 

３
月
31
日（
木
）ま
で
に
環
境
政
策
課
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送（
那

覇
市
泉
崎
１
丁
目
１
番
１
号 

環
境
政
策
課
あ

て
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
５
１
・
３
２
３
０
）で

提
出　

 

環
境
政
策
課
☎
９
５
１
・
３
３
９
２

市
で
は
母
子
、父
子
、寡
婦
家
庭
の
自
立
を
促

す
た
め
、お
子
さ
ん
の
大
学
な
ど
就
学
す
る
際

に
必
要
な
資
金（
修
学
資
金
、就
学
支
度
資

金
）な
ど
、貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成

28
年
度
入
学
の
就
学
支
度
資
金
貸
付
の
申
請

受
付
は
３
月
31
日
ま
で
。他
の
貸
付
金
の
種
類

や
連
帯
保
証
人
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

貸
付
金
の
支
払
い
開
始
ま
で
、受
付
か
ら
少

な
く
と
も
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

 

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

【
申
請
書
配
布
】３
月
１
日（
火
）〜
11
日（
金
） 

秘
書
広
報
課
の
窓
口
ま
た
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

【
申
請
期
限
】３
月
11
日（
金
）ま
で
に
窓
口
ま

た
は
郵
送
で
提
出

　
 

秘
書
広
報
課
☎
８
６
２
・
９
９
４
２

５
月
か
ら
始
ま
る
手
話
通
訳
資
格
者
養
成
講

座
２
年
間
コ
ー
ス　

 

平
成
28
年
５
月
〜
平
成

30
年
３
月　

  
毎
週
水
曜
日
10
時
〜
12
時

　

 

市
上
下
水
道
局 
み
ず
プ
ラ
ッ
サ
会
議
室 

　

 

受
講
後
に
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
が

可
能
な
市
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、那
覇
市
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
者
と
同
等
の
知
識

と
技
能
を
有
す
る
者（
面
接
に
よ
る
技
能
試

験
あ
り
）　 

15
人（
技
能
評
価
に
よ
る
選
考

あ
り
）　 

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
負
担
あ
り
）

　

 

３
月
１
日（
火
）〜
18
日（
金
）本
庁
３
階 
障

が
い
福
祉
課
窓
口

　

 

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

心
の
病
を
治
療
中
の
方
を
対
象
に
、よ
り
よ
く

生
き
る
コ
ツ
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
き
ま
す
。

　

 

３
月
５
日（
土
）14
時
〜
17
時（
13
時
半
受
付
）

　

 

那
覇
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ん
く

る　

 

心
の
病
を
治
療
中
の
当
事
者（
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
） 　

 

15
人 　

無
料 　

電
話
受
付

　

 

那
覇
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ん
く

る
☎
８
３
６
・
６
９
７
１

【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】３
月
３
日（
木
）
14
時
〜

17
時  

心
肺
蘇
生
法（
主
に
成
人
）・
Ａ
Ｅ
Ｄ
等

【
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
】３
月
10
日（
木
）14
時
〜

17
時  

心
肺
蘇
生
法（
主
に
小
児
・
幼
児
）・
Ａ

Ｅ
Ｄ
等

《
募
集
期
間
》Ⅰ
．２
月
25
日（
木
）９
時
〜
／
Ⅲ
．

３
月
３
日（
木
）９
時
〜（
電
話
受
付
の
み
）　 

　

消
防
局
４
階
講
堂 　

市
在
住
・
在
勤
の
方

　

 

各
先
着
24
人（
同
時
に
２
人
ま
で
申
込
可
）

　
　

  

救
急
課
☎
８
６
７
・
１
１
９
９

学
芸
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
玉
陵
↓
崎
山

御
嶽
↓
ヒ
ジ
ガ
ー
坂
↓
識
名
園
を
歩
き
ま
す
。

　

 

３
月
20
日（
日
）９
時
〜
11
時
半　

集
合
：
玉

陵
券
売
所
前
／
解
散
：
識
名
園
駐
車
場 　
　

　

 

20
人 　

 

１
０
０
円

　

 

受
付
開
始
３
月
７
日
〜

　

 

文
化
財
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
１

那
覇
市
地
域
福
祉
基
金
を
活
用
し
た
、様
々

な
福
祉
団
体
の
無
料
相
談
や
活
動
報
告
、自

主
製
品
販
売
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

 

３
月
５
日（
土
）〜
６
日（
日
）10
時
〜
20
時

　

 

イ
オ
ン
那
覇
店
１
階 　

 

沖
縄
県
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
☎
９
１
１
・
８
６
２
１

　

 

３
月
19
日（
土
）16
時
〜
18
時

　

 

沖
縄
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階 

大
ホ
ー

ル　

 

「
那
覇
軍
港
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

次
世
代
の
会
」活
動
紹
介
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン　

 

１
８
０
人 　

 

無
料　

 

那
覇
軍
港

総
合
対
策
室
☎
８
６
１
・
６
９
０
６

　
 

３
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）10
時
〜
18
時

　
 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
１
階
県
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー　

 

無
料　

 

那
覇
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
☎
８
８
５
・
９
４
４
４

7

動
物
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

森
の
家
み
ん
み
ん
イ
ベ
ン
ト

　

 

森
の
家
み
ん
み
ん
☎
８
８
２
・
３
１
９
５

問 ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

那
覇
軍
港　
市
民・県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
14
回　
那
覇
市
障
が
い
者
美
術
展

埋蔵文化財に係る
開発調整に関する
業務

発掘された遺物の
洗浄・実測・図版の
資料整理など 

大学卒(考古学・歴史
等専攻あるいは２年
以上の埋蔵文化財
調査経験者)

埋蔵文化財
非常勤専門員

資料整理補助員
ほか

月～金曜のうち
指定する４日 月～金曜

なし

８時半～１７時
日額９,０７０円

１０時～１７時
日額５,４６０円～

２人 若干名
６５歳未満

文化財課☎９１７-３５０１
履歴書を窓口へ持参（市ホームページからダウンロード可）

業務内容

勤務日

時　間
報　酬

資　格

 
定　員
募集年齢
申込方法
問い合せ

27日(日)
9時～18時

タイトル 日時（3月）

５日(土)
10時～12時

①12日(土)
②26日(土)
各13時～15時

12日(土)
10時～12時

19日（土）
10時～12時

費  用

ドロ遊び！
生き物さがし！
ビオトープ

安謝川クリーン
アップ作戦

無　料

お問合せ
ください

一人300円
(保険料含む)

一人300円
(保険料含む)

ネイチャー
ゲームしましょ！

環境教育
指導者
養成講座

空と森の
おさんぽ

職　種

対

対

対

日日日日

日

期

日 問問 問問

問
申

問
問

問

問

問

申申 定

場

場 場場場

場

内

費

費

費

費

費

定
定

申

申

定

定

対

エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集定

対 内申

問

対 内申問

定

2016 年（平成28年）3月



うちな～ぐちや
あじくーたー

ぷち

【
開
館
日
】 

３
月
１
日(

火)

10
時
よ
り

なはのホットな話題は市ホームページでなは NEWS Digestなは NEWS Digest

博物館博物館
topicstopics

那
覇
市
歴
史
博
物
館

２
９

な～ふぁぬすぐりむん!
～第38回那覇の物産展  那覇市長賞～

　市内で生まれた商品（概ね2年以内）の中で、特に優
れたものに贈られる平成27年度那覇の物産展事業
『市長賞表彰式』が市役所で行われました。
　今回は食品の部で3事業者、非食品の部で2事業者
が選ばれ、最優秀賞にあたる市長賞には「酵素のお酒
　美王（BIO）」（久米仙酒造株式会社）が選ばれました。
　商品開発に携わった中村真紀さんは「県産素材
にこだわり無添加のお酒を造りたいと100回を
超える試作を重ねました。沖縄の魅力が凝縮した
味に仕上がったので、ぜひ多くの方に味わってほ
しい」と話しました。他の受賞商品については市
ホームページをご覧ください（『平成27年度　那
覇の特産品』で検索）

楽しく交流しながら街をきれいに
～道路ボランティア協定書調印式～

　市が管理する道路の清掃や美化活動を行う「道
路ボランティア」の協定書調印式が行われました。
　今回、新たに協定を結んだのは、繁多川ちゅらく
なすん会 (代表 柴田一郎)、さくら並木保存会 (代
表 諸見長人)、ふくろう (代表 島袋拓)の3団体のみ
なさん。
　さくら並木保存会の諸見みどりさんは「市のエコ
ライフサポーターに参加したのがきっかけで、少し
でも出来ることからとの思いで活動を始めました。
小禄を中心に活動していますが、会員は市内のさま
ざまな地域から集まっています。交流しながら楽し
みながら活動しています」と話されました。

１
24

地域みんなで祝う☆新たなシンボル
～那覇・福州友好都市交流シンボル竣工お披露目式～

　海外観光客を中心としたクルーズ船客を迎え入れ
る市の海の玄関口、若狭緑地に新たなシンボル像(龍
柱)が完成しました。その竣工お披露目式が、地域の
みなさんや関係者が多数参加するなか行われました。
　上山・那覇中学校の合同演奏で始まった式典では、
関係者のあいさつの後、製作の中心となった琉球大
学の西村貞雄教授へ感謝状が贈られたほか、地域の
方々によるエイサーや踊り、獅子舞なども披露され
ました。また、地域を代表して若狭小学校の篠浦琉那
さん（6年生）、下地優樹さん（5年生）が「昔はアジア
の国々との交流が盛んでした。これからも、いろんな
国々との『架け橋』となれるよう頑張りたい」と元気
よくあいさつしました。

壺
屋
焼
物
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

期
3
月
4
日（
金
）〜
3
月
30
日（
水
）

国
宝
尚
家
資
料
３
月
の
特
別
展
示

「
王
国
時
代
の
男
性
衣
裳
」

城
岳
幼
稚
園
シ
ー
サ
ー
展

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
!!

　園
児
た
ち
が
作
っ
た
個
性
溢
れ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の

シ
ー
サ
ー
作
品
を
展
示
し
ま
す
。（
主
催 

城
岳
幼
稚
園
）

清
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
写
真
展
」

　國
吉
清
子
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
撮
り
た
め
て
き
た

情
緒
あ
る
壺
屋
の
風
景
や
賑
わ
い
を
見
せ
る
壺
屋

の
写
真
を
展
示
。ま
た
、ご
本
人
の
ト
ゥ
シ
ビ
ー
を

記
念
し
、ゆ
か
り
の
方
々
と
の
写
真
も
展
示
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
主
催 

國
吉
清
子
）

　那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
で
は
、来
観
者
に

と
っ
て
、
よ
り
見
や
す
い
展
示
、
よ
り
作
品
の
魅

力
が
感
じ
ら
れ
る
展
示
を
目
指
し
て
、展
示
室
の

照
明
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　新
し
い
明
り
で
照
ら
さ
れ
た
壺
屋
焼
に
、ぜ
ひ

会
い
に
来
て
下
さ
い
。み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

無
料

費

３
階
企
画
展
示
室

場 日

３
月
１
日（
火
）〜
６
日（
日
）

無
料

費

３
階
企
画
展
示
室

場 日

3
月
11
日（
金
）〜
17
日（
木
）

開
館
時
間
10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
3
5
0
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
〜
19
時
　
木
曜
休
館

観
覧
料 

一
般
3
5
0
円 （
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
8
6
9
・
5
2
6
6

※

た
だ
し
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
開
館

☎
8
6
2
・
3
7
6
1

8
6
2
・
3
7
6
2 

▲崇元寺に建立された
　「下馬碑」拓本

▲壺屋の街角

表 面裏 面

カ
マ
ジ
シ

（
無
愛
想
）

今
月
の
テ
ー
マ

　表
情
が
無
愛
想
な
こ
と
。
「
カ
マ
ジ
サ
ー
」
は
無

愛
想
な
人
。
例
文
「
チ
ャ
ー

　カ
マ
ジ
シ

　ク
ー

ト
ー
ン
」
（
い
つ
も
無
愛
想
だ
）

監
修

　那
覇
市
文
化
協
会

　う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】  

那
覇
市
文
化
協
会 

☎
8
6
1・
1
9
0
9

期

3
月
12
日（
土
）〜
5
月
17
日（
火
） 

※
木
曜
休
館

１
27

〜
石
に
刻
ま
れ
た
物
語
〜

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

首
里
・
那
覇
の
石
碑
拓
本

　「拓
本
」と
は
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
や
文
様

を
紙
に
写
し
取
っ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。逆
の
こ

と
を
言
う
と
、
文
人
や
書
家
が
紙
に
書
い
た
文
字

を
石
に
貼
り
付
け
、
石
工
が
文
字
や
文
様
に
沿
っ

て
石
に
彫
り
込
ん
だ
も
の
が「
石
碑
」と
な
り
ま
す
。

　琉
球
王
国
時
代
に
は
国
王
の
徳
を
讃
え
た
「
顕

彰
碑
」、
道
路
や
橋
を
造
っ
た
経
緯
を
記
し
た「
記

念
碑
」、墓
建
立
に
際
し
て
建
て
ら
れ
た「
墓
碑
」な

ど
数
多
く
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

琉
球
処
分（
1
8
7
9
年
）に
よ
る
沖
縄
県
設
置
以

降
も
、い
ろ
い
ろ
な「
記
念
碑
」が
建
て
ら
れ
、現
那

覇
市
域
に
は
1
5
0
近
く
も
の
石
碑
が
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
れ
ら
の
石
碑
も
沖
縄
戦
や
そ
の
後

の
都
市
開
発
に
よ
り
、多
く
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
企
画
展
で
は
、「
首
里
・
那
覇
の
石
碑
拓

本
〜
石
に
刻
ま
れ
た
物
語
〜
」と
題
し
、首
里
・
那

覇
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
の
拓
本
を
展
示
し
て
、
当

時
の
書
風
や
石
に
刻
ま
れ
た
歴
史
物
語
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

ぐすーよー
   めんそ～れ

チ 

ム

82016 年（平成28年）３月
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